
 

１２月１１日（月）午後に、老人クラブの役員さん方に手伝っていた

だき、公民館の花植えを行いました。ナデシコ、パンジー、ノースポールの苗

を手際よく植えていただき、花壇は花いっぱいになりました。来年の５月頃ま

では、公民館を利用していただく皆様を、出迎えてくれると思います。ありが

とうございました。

第３回走潟町ふれあい文化祭（田代清成実行委員長）が、走潟小学校体育館において、「来て、見

て（観て）、知って、学ぼう、繋がろう、ふるさと」を合言葉に開催されました。現在、走潟地区内

で行われている書道、絵画、写真、工芸、手芸、エコフラワー、エコクラフト、グラスアート等々、

他にも魅力的な趣味の集いやグループ活動を紹介・披露するという趣旨で実施されました。 

走潟町に文化を、人々をつなぐ催しを、学びの場を、出会いの場を大切にした２日間だったと思い

ます。走潟小学校との連携による、小学生の作品の展示や全小学生による見学もありました。地元産

物の直売や走潟食堂による昼食時のカレーの提供などもあり大賑わいでした。 

走潟地区青少年健全育成協議会主催による、親子ふれ

あい輪投げ大会が、走潟小学校体育館で開催され、小学生

から高齢者の皆様１００名以上の参加があり、盛況でし

た。結果は、さすがに老人クラブの皆様が上位を独占さ

れ、昨年の大会の雪辱を果たした結果になりました。（昨

年度は小学生が大健闘）やはり、同じ投距離では、日頃の

練習量の差が結果に表れました。小学生は、高学年の参加は少なかったのですが、親子での参加が多

く、教え合いが微笑ましいひと時となったようでした。 

第５回目は「生八つ橋づくり教室」を開催いたしまし

た。参加者の皆さんの感想は、「生八つ橋を私がつくりまし

たと言えるので教えてもらって良かった。京都に行かない

と食べられないと思っていたのに自分で作られて良かっ

た。走潟八つ橋として宣伝したい。中にマルメロを入れた

らいいのでは」等々。今回のメニューについては、自分の手作りとして試食までできた喜びが感想に

は多かったようです。また、できた喜びと共に、これを家族やお客様まで食べさせたいと思う感想に

つながったのは、この講座の目指すところかもしれません。たいへんおいしくいただきました。 

「集い・ふれあい・学び」  
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１年に一度の講座です。初めて参加される方も、楽しん

で調理されていたようです。参加者の皆さんの感想は、薄

味の基本を再確認することができ、みそ汁作りに生かした

い。年３回ぐらい実施してもらいたい。デザートも季節の

干し柿で美味しかった。協力してできたことがよかった。

また参加したいと思った。今年も頑張って良い料理ができ

た。早速家に帰って妻に料理を作って食べさせたいと思う。一人暮らしであり大変ありがたく皆さ

んと作り、会食感無量である。食改の皆さんには感謝である。いつの日か家でも作ることを挑戦し

たいと思っている」等々。来年度もぜひ計画したいと思います。 

 午前１０時より、走潟小学校グラウンドに集合し、

各地区の地域学習センターまでの道路沿いの空き

缶やゴミを拾いました。行政区長さんをはじめ、各

種団体や小学生と保護者など、約１５０名程の参

加がありました。交通量が多く、車に注意しながら

活動し、環境について考えさせられたり、行動した

りなど、有意義な 1 時間程の活動ではなかったか

と思います。老人クラブは、将軍神社の清掃をされたようです。皆様、大変お疲れさまでした。 

最終回は、２種類のメニューです。皆さん楽しく、かつ手際よく

取り組んでおられました。最後に、修了証をお渡しして閉講式

としました。７月から、毎月１回のペースで実施しましたが、家

庭の事情や体調不良などで参加できない時もありました。でも、

和気あいあいと新しいメニューに挑戦されていた姿は、本当に

尊いものであったと思います。ご指導していただいた、井手先生や食改の皆様に

お礼を申し上げ、生涯学習講座を閉じます。

 本年最後の主催事業でした。毎年子

供たちや保護者にも好評な正月飾りで

す。芥川雄二さんの指導の下に、１４

名の子供たちが参加してくれました。 

指導者には、髙田前公民館長をはじめ

多数の地域の皆様に関わっていただき

ました。おかげをもちまして、今年も

締めくくりの活動を無事終了すること

ができました。ありがとうございまし

た。それでは、令和６年（２０２４

年）も皆様にとって、素晴らしい年と

なりますようお祈り申し上げます。良いお年をお迎えください。 

～ミニ門松～ 

芥川雄二さん
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